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Ｒ４．１０．２７ 

第６２２話 

 おはようございます。今日もよく晴れています。日差しが温かいです。 

学習発表会が明後日。いよいよ迫って来ました。 

 今朝も早くから登校し、展示やステージの仕事に励んでいます。素敵な姿です。 

 今回の行事を通して、個性を伸ばして欲しいし、多様性をより認め受け入れて欲しいと 

思います。言葉や行動に、より一段と品格が増したような立ち居振る舞いを期待していま 

すし、期待にたがわない経緯を辿ってきている今日この頃と捉えています。 

 当日のおもてなしが一層深まるよう、人格の向上への知恵を、鹿島氏から再度得たいと 

思います。 

 

 「 お互いの立場が明瞭でない場合や、相手の立場が少しでも上である場合は、 

   しっかりとした距離感を保って向き合うことが求められます。 」 

 

 「 愚痴をため込むのではなく、問題提起に変えていくという発想の転換が必 

要だ。 」 

 

 「 人と比較することなく、ぶれない信念を持って、ありのままの自分でいよう 

  とするのが『品格が感じられる生き方』だとすると、常に他人の目を気にして、 

  世間の風潮に流され、つくろったり装ったりして生きるのが『見栄を張った生 

き方』だということになります。 」 

 

 「 見栄っ張りな人たちは、常に他人と自分を比較することで、自分を確認して 

  います。いつも自分と周囲を比べていて、相手に勝っていると思えば優越感に 

  浸り、負けていると感じれば劣等感に苛まれます。人と比較して生きていくこ 

  とほど、息苦しいことはありません。 」 

 

 「 人間性が最も表れるのが『笑顔』です。人々は、人間性あふれる素晴らしい 

  笑顔に魅了されます。 」 

 

  

学習発表会当日は、最高の笑顔で対話したいと思っています。 


